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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向を踏まえ、平成 17 年 12 月７日の決算発表時に公表いたしました平成 18 年

10 月期（平成 17 年 11 月１日～平成 18 年 10 月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしま

したのでお知らせいたします。 

 

記 

 
１．平成 18 年 10 月期中間業績予想数値の修正（平成 17 年 11 月１日～平成 18 年４月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

  売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 
（平成 17年 12 月７日発表） (Ａ) 2,287 350 201 

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) 2,400 402 212 

増 減 額 (Ｂ－Ａ) 113 52 11 

増 減 率 (％) 4.9 14.8 5.4 

（ご参考） 
前期実績（平成 17 年 10 月中間期）

1,834 330 185 

 

２．平成 18 年 10 月期中間連結業績予想数値の修正（平成 17年 11 月１日～平成 18 年４月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

  売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 
（平成 17年 12 月７日発表） 

(Ａ) 2,512 328 176 

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) 2,618 407 255 

増 減 額 (Ｂ－Ａ) 106 79 79 

増 減 率 (％) 4.2 24.0 44.8 

（ご参考） 
前期実績（平成 17 年 10 月中間期）

1,918 334 185 

 

 

 

※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発

表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性が

あります。 



３．平成 18 年 10 月期業績予想数値の修正（平成 17 年 11 月１日～平成 18 年 10 月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

  売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 
（平成 17年 12 月７日発表） 

(Ａ) 4,904 830 477 

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) 4,977 870 481 

増 減 額 (Ｂ－Ａ) 73 40 4 

増 減 率 (％) 1.4 4.8 0.8 

（ご参考） 
前期実績（平成 17 年 10 月期） 3,942 710 573 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） 2,082 円 25 銭 

 

４．平成 18 年 10 月期連結業績予想数値の修正（平成 17 年 11 月１日～平成 18 年 10 月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

  売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 
（平成 17年 12 月７日発表） (Ａ) 5,505 830 455 

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) 5,578 870 505 

増 減 額 (Ｂ－Ａ) 73 40 50 

増 減 率 (％) 1.3 4.8 10.9 

（ご参考） 
前期実績（平成 17 年 10 月期） 4,180 691 561 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） 2,186 円 14 銭 

 

５．修正の理由 

当社個別におきまして、前回公表いたしました業績予想を超える状況であり、これに伴う利益

の増加によって、経常利益、当期純利益ともに増加し、上記見通しとなりました。 

また、当社グループ（当社及び当社の関係会社）につきましても、前回公表いたしました業績

予想通り順調に推移しており、上記個別業績の増加及び当社持分法適用関係会社である株式会社

ジークレストにおいて、第三者割当増資を行った結果、持分法変動利益が発生し上記の見通しと

なりました。 

 

６．通期業績見通し 

通期業績予想につきましては、今回の業績予想の修正のとおり順調に推移しておりますので、

達成できる見込みであります。 

 

 

 

以上 

※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発

表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性が

あります。 


